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平成29年度決算概要

むらの財政むらの財政

　平成29年度の一般会計および特別会計の決算が監査委員の審査を経て、平成29年第３回定例会で認定されま

したのでその概要をお知らせいたします。

� 役場総務課　財政係（☎63－2111）

一般会計

譲与税･交付金

依
存
財
源

自
主
財
源

２億4,886万円(7.8%)
繰越金、使用料など

その他

歳入
31億8,321万円
前年度比　５億8,613万円(22.6%)増

歳出
30億7,665万円
前年度比　５億6,966万円(22.7%)増

１億3,988万円(4.4%)
国税、県税から配分されるお金

１億656万円
翌年度に繰越しとなるお金

民生費
６億7,208万円(21.8%)
福祉や医療、介護など社会保障
にかかるお金

総務費
４億2,513万円(13.8%)
役場施設の維持管理や村行政
運営全般にかかるお金

商工費
３億4,427万円(11.2%)
商工業、観光振興、消費対策に
かかるお金

土木費
３億4,128万円(11.1%)
道路や橋りょう、村営住宅など
にかかるお金

教育費
２億8,795万円(9.4%)
小中学校、幼稚園、その他教育に
かかるお金

消防費
２億6,012万円(8.4%)
広域消防や消防団運営、防災無
線などにかかるお金

農林水産業費 
２億2,408万円(7.3%)
農林業振興にかかるお金

その他
５億2,174万円(17.0%)
議会運営や衛生対策、借入金の
返済などにかかるお金

村債
３億8,630万円(12.1%)
特定の事業のために長期的に
借り入れたお金

国県支出金
４億9,967万円(15.7%)
特定の事業に対して国や県が
支出するお金

地方交付税

10億1,075万円(31.8%)
地方公共団体の収支不足や不
均衡を是正するために国から
交付されるお金

繰入金
３億221万円(9.5%)
財政調整基金からの繰入金など

村税
５億9,554万円(18.7%)
村民税、固定資産税、軽自動車
税、村たばこ税

歳入歳出差引額



平成30年10月１日3

むらの財政むらの財政

　平成29年度の決算を基に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定による健全化判断比率と資金不

足比率を算定しました。いずれの指標も基準を下回り健全な状態です。

健全化判断比率 高山村 早期健全化基準

実質赤字比率
　普通会計（一般会計及び農業用水事業特別会計）の赤字の程度

　 －※1 15.00%

連結実質赤字比率
　全ての会計を合わせた赤字の程度

－ 20.00%

実質公債費比率
　公債費（借入金の返済額）とこれに準ずる経費の程度

5.4% 25.0%

将来負担比率
　将来の支払う可能性のある負担の現時点での残高の程度

－ 350.0%

資金不足比率 高山村 経営健全化基準

資金不足比率
　公営企業会計ごとに事業規模から見た資金不足の割合※２ － 20.0%

※１「－」は赤字額又は資金不足額がなく算定されないことを表します。
※２　土地開発事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水をきれいにする事業特別会計が対象となります。

財政状況指標（健全化判断比率と資金不足比率）

特別会計

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 ５億4,603万円 ５億1,805万円 2,798万円

後期高齢者医療 4,522万円 4,387万円 135万円

介護保険 ４億1,265万円 ３億8,852万円 2,413万円

土地開発事業 181万円 98万円 83万円

農業用水事業 3,615万円 3,521万円 94万円

簡易水道事業 １億1,329万円 １億821万円 508万円

水をきれいにする事業 １億3,883万円 １億3,502万円 381万円

主要事業

◇高山ふれあいパーク整備事業
　・・・・・・・・・�２億4,463万円

村債（村の借入金）と基金（村の積立金）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

基金
4,638

村債
2,798

一般会計
1,575

財政調整基金
1,861

特定目的基金
2,633

（単位：百万円）

減債基金 144
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村債の内訳


